
バーチャルニューシン２０２０
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自己紹介

• 埼玉県公立高等学校教諭

（数学科：1993年～、情報科：2003年～）

• 埼玉県立川越南高等学校（現任校２０１４年～）

情報科教諭

• ２００３年～２０１１年 情報科と数学科を担当

• ２０１２年 長期研修生として東京学芸大学に派遣



登壇依頼を受けた当時の話題①

• ２０１９年１１月上旬に辰己先生から登壇依頼

英語民間試験 導入見送り １１月１日



登壇依頼を受けた当時の話題②

• さらに

大学入学共通テスト 記述式問題 導入見送り １２月１７日

→ 情報入試も下手するとつぶれかねない・・・



期待するもの

《期待１》 時代の流れを知ろう！伝えよう！

《期待２》 「情報Ⅰ」を１学年に設置しよう！

《期待３》 新しい内容の指導準備をしよう！

《期待４》 操作する経験を多く持たせよう！

《期待５》 問題を考えてみよう！

《期待６》 入試だけでなく、楽しさも感じさせよう！

下地を作る

授業の準備

入試に向けて



《期待１》時代の流れを知ろう！伝えよう！

• そもそも「情報入試」が検討されていることを知っている？

→ 免許外教科担任数 1,161人（2017年5月1日時点）

（「高等学校情報科と大学入試」,中山・中野・久野・和田・角田・萩谷・筧,2018）

→ 全日制・定時制の高等学校数 4,907校（２０１７年度）

（「平成２９年度学校基本調査」,政府統計）

• 情報科の専任教員がいない学校に届くか？

→ 進路指導の先生、教務関係の先生にも届けることが大切

→ 該当学年（中学２年生）以下の保護者への周知も必要



《期待２》「情報Ⅰ」を１学年に設置しよう！

• スケジュール

２０２０年 春 （埼玉県） 新学習指導要領での教育課程表（カリキュラム）仮提出

２０２１年 春 （埼玉県） 新学習指導要領での教育課程表 本提出

２０２１年 初夏 ２０２２年度 使用教科書選定
１学年設置「情報Ⅰ」が対象（以降学年進行）

２０２２年 ４月 新学習指導要領による教育課程 開始（学年進行）

２０２４年 ４月 新学習指導要領による教育課程 完成

２０２５年 １月 大学入学共通テスト 情報入試 始まる？



《現状》３学年に情報科目設置も少なくない

• 埼玉県全日制普通科高校の必履修科目設置状況（９８校）

学校ホームページ・学校要覧・学校案内等より調査
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《課題》教育課程編成上の課題

• 他教科との兼ね合い（新学習指導要領）

国語 「論理国語」「文学国語」など４科目の標準４単位、どうする

地歴 「歴史総合」の後に「日本史探究」「世界史探究」

公民 １８歳成人の兼ね合いで「公共」を２学年までに設置

数学 「数学Ⅰ」 → 「数学Ⅱ」 → 「数学Ⅲ」

理科 「物化生地 基礎」を３科目 の後に 基礎なし科目

外国語 「英コミ」「論理表現」が Ⅰ → Ⅱ → Ⅲ

家庭 消費者教育の観点で２学年までに設置

このような制約のもと、「情報Ⅰ」を１・２年に設置するか？ がんばれ！



《期待３》新しい内容の指導準備をしよう！

• 現行の科目と対応していない部分に重点を置いて教材研究しよう

• 情報Ⅰと情報Ⅱの似ている分野の差を調べよう



《現状》「社会と情報」「情報の科学」

• 「社会と情報」設置が約８０％（埼玉県立高校全日制普通科９８校）
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《比較》「社会と情報」と「情報Ⅰ」

• 「社会と情報」

ｰ情報の活用と表現

ｰ情報通信ネットワークと

コミュニケーション

ｰ情報社会の課題と

情報モラル

ｰ望ましい情報社会の

構築

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用



《比較》「社会と情報」と「情報Ⅰ」の相違点

• 「社会と情報」

ｰ情報の活用と表現

ｰ情報通信ネットワークと

コミュニケーション

ｰ情報社会の課題と

情報モラル

ｰ望ましい情報社会の

構築

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用



《比較》「情報の科学」と「情報Ⅰ」

• 「情報の科学」

ｰコンピュータと

情報通信ネットワーク

ｰ問題解決と

コンピュータの活用

ｰ情報の管理と問題解決

ｰ情報技術の進展と

情報モラル

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用



《比較》「情報の科学」と「情報Ⅰ」の相違点

• 「情報の科学」

ｰコンピュータと

情報通信ネットワーク

ｰ問題解決と

コンピュータの活用

ｰ情報の管理と問題解決

ｰ情報技術の進展と

情報モラル

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用



《比較》「情報Ⅰ」と「情報Ⅱ」

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用

• 「情報Ⅱ」

-情報社会の進展と情報技術

-コミュニケーションと

コンテンツ

-情報とデータサイエンス

ｰ情報システムと

プログラミング

ｰ情報と情報技術を



《比較》「情報Ⅰ」と「情報Ⅱ」の類似点

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用

• 「情報Ⅱ」

-情報社会の進展と情報技術

-コミュニケーションと

コンテンツ

-情報とデータサイエンス

ｰ情報システムと

プログラミング

ｰ情報と情報技術を活用した

問題発見・解決の探究



《比較》「情報Ⅰ」と「情報Ⅱ」の類似点

• 「情報Ⅰ」

-情報社会の問題解決

-コミュニケーションと

情報デザイン

-コンピュータと

プログラミング

ｰ情報通信ネットワークと

データの活用

• 「情報Ⅱ」

-情報社会の進展と情報技術

-コミュニケーションと

コンテンツ

-情報とデータサイエンス

ｰ情報システムと

プログラミング

ｰ情報と情報技術を活用した

問題発見・解決の探究

類似点が多い
→ 情報Ⅱまで履修させたい

→ 内容の差異がわかりにくい
（「情報Ⅰ」の出題範囲は？）



《実践》今の授業の中に取り入れてみる

• データの活用 → 統計・検定、ワードクラウド

• データサイエンス → TF-IDF、単純ベイズ

授業の流れ ： 理論 → PCで動かす → グループで活用



《期待４》操作する経験も多く持たせよう！

• CBT！？



《対応》CBTで予想される操作は？

• 画面に表示された文字を読み取る経験をさせる

（紙の文字とはかなり違う）

• 多様な回答方式に慣れさせる
• 択一、複数選択

• 記述式（採点が難しいので出題されないように思う・・・・？）

• 並べ替え（短冊的なものを移動する？）

• プログラミング（択一？ 短冊？ 文字入力？）

• スプレッドシート などなどブラウザできることの経験

臨時休校が続き、ＩＣＴ活用が求められている
今が正に試行錯誤できる機会！



《期待５》問題を考えてみよう！

• ２０１８年 大学入試センターが問題素案を募集



《考えてみると》案外多く作れない？

• 用語などの知識を問う問題

→ ある程度の量しかない

→ 教科書間の差異をどうするか

↑ ＩＰＡの試験のようにシラバスが必要？

• 計算問題

→ 数値を変える以外のバリエーションを増やすには、工夫が必要

・データの活用

→ 数学の問題との差は、何だろう？

数学の先生と連携を密にしましょう。



《心の準備》次があるのかわからないが・・・

• 一応、考えてもよいのでは

• 高校の教員にとって、

自分が作った問題が大学入試に出る（かもしれない）

機会は他に聞いたことがない
募集があれば絶好のチャンス！



《期待６》試験だけでなく、楽しさも感じさせよう！

• 受験科目になると、受験対応の授業が増えそう・・・

• 実際にやってみる経験から、

生徒が「楽しい！」「使える！」「使ってみよう！」

と思える授業にしてほしい

好きこそ物の上手なれ。



期待するもの

《期待１》 時代の流れを知ろう！伝えよう！

《期待２》 「情報Ⅰ」を１学年に設置しよう！

《期待３》 新しい内容の指導準備をしよう！

《期待４》 操作する経験を多く持たせよう！

《期待５》 問題を考えてみよう！

《期待６》 入試だけでなく、楽しさも感じさせよう！

下地を作る

授業の準備

入試に向けて




